
第 51回修習技術者支援セミナー報告 

                                             

１．実施概要 

日時：令和 6 年 1 月 27 日（土）14：00～17：00 

会場：復建調査設計株式会社四国支社 4F 会議室 

参加者：12 名 

（会員 10 名、非会員 1 名、修習技術者 1 名） 

 

セミナー会場の様子 

 

２．講義「技術士試験と修習のあり方について」 

講演時間：14：00～14：40 

講師：太田 昌秀 修習技術者支援委員 

太田修習委員から技術士制度・試験や修習の目的・

目標について講義があった。講義内容は修習ガイド

ブックの内容をベースとして、自身の受験動機や経

験に基づいたものであり、修習技術者のみならず、そ

れらを指導する立場にいる技術士にとっても非常に

意義のある内容であった。 

 

太田修習技術者支援委員の講義 
 

 

 

３．技術士第二次試験合格者による体験談発表 

講演時間 14:40～15:40 

講師：令和 4 年度合格体験談発表者 3 名 

（1）松原 輝明 氏 

（建設部門－河川、砂防および海岸・海洋） 

自身の受験経歴を振り返り、モチベーション維持

の方法や勉強方法について具体的な内容を発表いた

だいた。受験回数を重ねていく中でのモチベーショ

ンの変化は受講者にも重なる部分が多かったと思わ

れ、非常に参考になった。 

 

松原 輝明 氏 

 

（2）新家 研蔵 氏 

（建設部門－土質及び基礎） 

受験申し込み以前からのスケジュールや受験申込

書、筆記試験について、具体的な対策を発表いただい

た。特にスケジュールに関しては、修習の方は自身の

対策として、既技術士の方は指導する場合の対策と

して非常に参考になったと思われる。 

 

新家 研蔵 氏 



（3）下郡 裕之 氏（※高知から参加） 

（応用理学部門－地質） 

自身の経験を基に、既技術士からのサポートが大

事であることや社外講習会への参加、相手（試験官）

の立場に立った回答が重要であること、等を説明さ

れたが、これらは技術士試験だけでなく業務遂行上

でも重要なことであると感じた。 

 

下郡 裕之 氏 

 

４．グループディスカッション 

時間 16:00～17:00 

「なぜ技術士を目指すのか」「技術士になって叶え

たい夢」をテーマとし、参加者を 2 班に分けて班ご

とに対談する形で意見交換会を行った。今回は技術

士の割合が多かったこともあり、テーマに対して過

去形の話題となったが、所属する会社や業界によっ

て様々であり、活発な議論を行うことができた。数少

ない参加者となった修習技術者にも参考になったの

ではと思う。 

また、上記のテーマに加えて、「修習技術者のセミ

ナー参加者を増やすためにどうすればよいか」とい

う点も議論いただき、開催時期や案内等に少し工夫

が必要であるという意見があった。 

 

 

グループディスカッションの様子 

 

５．懇親会 

 セミナー終了後は懇親会を実施した。所属組織の垣

根を超えて様々な話を聞くことができ、有意義な時

間であった。 

 

懇親会の様子 

 

６．アンケート結果 

アンケート結果を次項以降に示す。Q.7 の「セミナ

ーを知ったきっかけ」では 45％が技術士会からのメ

ールであったが、グループディスカッションの内容

を踏まえると、修習へは「所属先からの案内」も重要

であると感じた。これは自由意見にもみられた。 

また、Q.13の「今後のセミナーへの参加について」

では、テーマや開催方式によって参加するとの意見

もあったが、回答の 100％が何かしらの形で今後の参

加も考えるという結果であった。今後も、特に修習の

参加者を増やすために様々な方法を考えていきたい

と思う。 

 

－以上－ 

  



＜アンケート結果＞ 

 

 

 



 

 

 
 

 

 

 



 

 

 
 

 

 

 



 

 
 

 
 



 
 

Q14.その他自由意見など 

・修習技術者の動員力に課題はあるものの、貴重な教育、意見交換の場になっているため、今後も継続的

活動をお願いしたい。 

・セミナーの開催告知に課題がある 

・大変勉強になりました。ありがとうございました。 

・修習セミナーのそもそも論などよくわかった。わかりやすかったです。 

 


